
遥
か
な
る
長
安
ー
ー
全
て
の
道
は
西

安
に
通
ず
、
日
中
交
流
の
先
駆
者
、
遣

隋
使
・
遣
唐
使
の
軌
跡
や
、
国
共
合
作

の
舞
台
を
訪
ね
る
旅
で
し
た
。
延
安
は

75
年
前
に
日
本
の
民
主
と
平
和
が
始
ま
っ

た
地
点
で
も
あ
り
ま
す
。
北
京
空
港
で

は
、
共
産
党
大
会
開
催
中
の
た
め
厳
重

な
チ
ェ
ッ
ク
を
う
け
西
安
へ
。

兵
馬
俑
（
１
・
２
・
３
号
坑
・
銅
馬

車
館
）
秦
始
皇
帝
陵
、
八
路
軍
西
安
弁

事
処
記
念
館
、
武
帝
の
墓
や
楊
貴
妃
の

墓
、
八
路
軍
西
安
弁
事
処
記
念
館
な
ど

を
見
学
。

西
安
か
ら
長
征
終
着
の
地
・
延
安
へ

３
２
０
㎞
、
毛
沢
東
（
エ
ド
ガ
ー
・
ス

ノ
ー
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
劉
少
奇
・
周

恩
来
・
朱
徳
等
の
洞
窟
の
旧
居
を
見
学
、

延
安
革
命
記
念
館
、
中
国
共
産
党
中
央

書
記
旧
址
・
棗
薗
、
楊
家
嶺
（
共
産
党

幹
部
所
）
な
ど
を
見
学
。

西
安
に
戻
り
、
陕
西
省
人
民
対
外
協

会
を
表
敬
訪
問
、
「
陕
西
省
は
京
都
、

奈
良
、
愛
媛
、
香
川
等
と
交
流
を
持
っ

て
い
る
、
学
生
達
と
の
交
流
も
行
な
い
、

若
者
に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
後
も

活
発
な
交
流
を
行
な
い
た
い
」

大
阪
府
連
は
活
動
資
料
を
渡
し
説
明
、

そ
の
中
で
興
味
を
示
さ
れ
た
の
が
中
国

百
科
検
定
試
験
と
南
京
問
題
へ
の
取
り

組
み
で
、
大
い
に
こ
れ
ら
の
活
動
を
強

め
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

貴
協
会
は
自
前
の
組
織
、
財
政
で
行
わ

れ
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
中
国
政
府
の

も
と
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
尊

敬
す
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
双
方
と
も

今
後
は
若
者
を
い
れ
て
も
っ
と
活
発
な

交
流
を
行
っ
て
行
く
必
要
性
で
は
一
致

し
、
陕
西
省
『
ト
キ
』
の
関
係
行
事
の

時
に
は
招
待
を
し
た
い
と
、
和
や
か
に

会
談
を
終
え
ま
し
た
。

(

平
松
悦
雄)

11
月
５
日
大
阪
府
連
第
１
回
理
事
会

が
、
大
阪
市
内
で
20
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
石
井
勉
さ
ん
を
議
長

に
選
出
し
、
渡
辺
武
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
、
松
尾
豊
理
事
長
の
議
案

提
案
、
片
山
英
徳
副
理
事
長
が

会
計
中
間
報
告
を
行
い
、
提
案

に
対
す
る
質
問
・
討
議
を
行
い

ま
し
た
。
府
連
大
会
か
ら
四
か

月
、
不
再
戦
平
和
活
動
や
太
極

拳
、
中
国
語
、
き
り
え
活
動
な

ど
の
文
化
活
動
、
堺
支
部
の
再

建
な
ど
組
織
強
化
な
ど
に
つ
い

て
論
議
を
深
め
ま
し
た
。

11
月
26
日
の
「
80
年
目
の
南
京
」
集

会
や
来
年
三
月
実
施
の
「
第
四
回
中
国

百
科
検
定
」
な
ど
の
当
面
す
る
課
題
を

成
功
さ
せ
、
一
日
も
早
く
５
０
０
名
を

こ
え
る
仲
間
づ
く
り
と
新
支
部
作
り
な

ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
恒
人
副
会
長
が
中
国
共
産
党
第

19
回
大
会
の
特
徴
を
、
浅
田
勝

美
堺
支
部
長
が
支
部
再
ス
タ
ー

ト
で
は
支
部
結
成
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
問
題
提
起
さ
れ
、
藤

崎
光
子
さ
ん
か
ら
中
国
国
民
の

声
が
届
い
て
こ
な
い
、
女
性
の

名
が
出
て
こ
な
い
、
西
脇
義
彦

さ
ん
か
ら
百
科
検
定
の
事
前
学

習
会
を
計
画
し
て
ほ
し
い
な
ど

論
議
が
深
ま
り
ま
し
た
。

2017年11月15日 日中友好新聞 第２４３２号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

日本中国友好協会

大阪府連合会
〒530-0012

大阪市北区

芝田2-3-19

東洋ビル本館207

TEL06-6372-8131

FAX06-6372-8132

郵便振替口座
00970-5-8978

E-mail: info@

jcfaosaka.org
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10
月
28
～
29
日
、
大
阪
市
内
で
事

務
局
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
、
愛
知
、
関
西
各
支
部
の
事
務

局
長
や
事
務
局
次
長
31
名
が
熱
心
に

４
つ
の
本
部
報
告
を
う
け
、
グ
ル
ー

プ
討
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
協
会
の
歴
史
、

役
割
、
中
国
事
情
を
改
め
て
学
べ

た
」
「
知
り
た
い
聞
き
た
い
こ
と

が
話
さ
れ
た
の
で
参
考
に
な
り
ま

し
た
」

事
務
局
長
に
求
め
ら
れ
る
役
割

と
責
任
で
は
、
「
一
番
聞
き
た
か
っ

た
分
野
で
す
が
、
一
般
的
抽
象
的

で
具
体
性
が
乏
し
か
っ
た
。
困
難

だ
と
思
い
ま
す
が
」

グ
ル
ー
プ
討
論
は
「
少
人
数
の
討

論
は
よ
か
っ
た
。
た
だ
書
き
込
む
や

り
方
は
初
め
て
で
と
ま
ど
っ
た
」

「
率
直
な
意
見
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」

「
も
っ
と
具
体
的
な
活
動
交
流
が
で

き
れ
ば
と
思

う
」
「
若
手

の
事
務
局
長

が
参
加
し
て

い
れ
ば
よ
か
っ

た
、
少
し
も
っ

た
い
な
い
感

じ
が
し
た
」

な
ど
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

府連通信
2017年１１月号

西
安
・
延
安
を
巡
る

遣
唐
使
の
軌
跡
や
、
国
共
合
作
の
舞
台
を
訪
ね
る

２０１８年

中国悠久の旅

カレンダー発売中

Ｂ3版13枚綴り

定価１２００円

企画・制作

日本中国友好協会

府
連
第
１
回
理
事
会
開
く

１１/２６(日)14：00～ドーンセンター大ホール

新作ドキュメンタリ―上映/証言/講演会

◇「映像・外国人が見た南京大虐殺」

◇ 元兵士証言「兵士が眼にした南京大虐殺」

◇ 新聞記者のトーク「記者が報じた南京大虐殺」

「８０年目の南京」つどい

事
務
局
長
の
役
割
と
責
任
を
研
修



11
月
３
日
午
後
、
中
之
島
芝
生
公
園

で
「
９
条
改
憲
許
さ
な
い
・
お
お
さ
か

総
が
か
り
集
会
」
に
、
２
万
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
野
党
代
表

が
野
党
と
市
民
の
共
同
で
安
倍
政
治
を

終
わ
ら
せ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
佐
高
信
さ
ん
が

東
京
か
ら
か
け
つ

け
、
各
分
野
の
代

表
が
リ
レ
ー
ト
ー

ク
し
ま
し
た
。
集

会
後
「
憲
法
こ
わ

す
な
」
「
戦
争
ア

カ
ン
」
の
ポ
テ
ッ

カ
ー
を
掲
げ
て
３

コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
大
阪
府
連
は

２
カ
所
に
分
か
れ
て
８
名
が
、
26
日
の

「
80
年
目
の
南
京
」
集
会
の
ビ
ラ
を
ま

い
て
参
加
を
訴
え
ま
し
た
。
府
連
か
ら

集
会
に
は
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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今
年
は
１
９
３
７
年
に
日
本
が
中

国
に
侵
略
戦
争
を
開
始
し
、
南
京
大

虐
殺
を
お
こ
な
っ
て
80
年
で
す
。
大

阪
府
連
と
再
出
発
し
た
女
性
部
の
主

催
で
、
10
月
８
日
、
表
記
の
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
大
阪
市
の
ド
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

戦
地
の
兵
士
か
ら
届
く
郵
便
物
と

い
え
ば
、
か
つ
て
の
日
本
で
は
、
す

べ
て
「
検
閲
」
さ
れ
、
反
戦
的
な
内

容
が
あ
れ
ば
、
厳
重
な
罰
を
受
け
る

も
の
、
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
講
師
・

紅
谷
章
子
さ
ん
（
元
大
阪
夕
陽
丘
学

園
高
校
校
長
）
が
、
仏
壇
の
奥
深
く

か
く
さ
れ
て
い
た
１
２
０
通
も
の
父

の
手
紙
を
発
見
し
た
と
き
、
驚
き
に

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
手
を
震
わ
せ

て
読
ん
だ
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も

う
な
ず
け
ま
す
。

１
９
３
７
年
７
月
、
盧
溝
橋
事
件

の
直
後
に
日
中
戦
争
に
召
集
さ
れ
た

独
身
時
代
の
お
父
さ
ん
は
、
控
え
め

な
が
ら
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
、

輜
重
兵
と
し
て
食
糧
集
め
（
現
地
で

の
強
制
調
達
）
、
朝
鮮
や
中
国
の
民

衆
の
み
じ
め
な
生
活
ぶ
り
、
ひ
た
す

ら
召
集
解
除
に
な
っ
て
日
本
の
家
族

の
も
と
へ
帰
り
た
い
気
持
ち
な
ど
、

よ
く
ぞ
検
閲
が
通
っ
た
も
の
だ
と
驚

か
さ
れ
る
内
容
の
手
紙
を
家
族
に
送

ら
れ
ま
し
た
。
戦
争
の
現
実
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
加
害
と
被
害
を
見
つ

め
、
い
ま
の
私
た
ち
に
日
本
の
社
会

の
あ
り
方
を
問
い
か
け
る
も
の
で
も

あ
り
ま
し
た
。

65
名
の
参
加
者
は
、
興
味
深
い
講

演
と
、
手
紙
や
は
が
き
、
召
集
令
状
、

勲
章
な
ど
の
遺
品
の
展
示
に
も
熱
心

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
「
父
の
手

紙
は
か
な
り
の
本
音
が
吐
露
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
軍
隊
の
な
か
で
の

真
実
―
上
官
の
暴
力
や
制
裁
・
捕
虜

や
民
衆
の
殺
戮
・
女
性
へ
の
暴
行
・

慰
安
所
の
存
在
な
ど
―
本
当
の
こ
と

は
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
紅
谷
さ
ん

は
言
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
人
は
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆

投
下
な
ど
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
は
誰

も
が
忘
れ
な
く
て
も
、
加
害
者
と
し

て
の
行
為
は
忘
れ
ら
れ
た
り
、
知
ら

さ
れ
な
か
っ
た
り
、

間
違
っ
た
受
け
取

り
方
を
押
し
付
け

ら
れ
、
加
害
者
と

し
て
の
日
本
の
戦

争
責
任
を
言
わ
れ

る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

紅
谷
さ
ん
の
講

演
と
著
書
『
戦
地

か
ら
の
手
紙
―
父

と
日
中
戦
争
』
は
、

安
倍
政
権
が
憲
法

９
条
改
悪
を
企
図

す
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
平
和
を
願
う

私
た
ち
は
多
く
を
学
ん
だ
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

講
演
の
あ
と
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、

小
畑
哲
雄
さ
ん
（
90
歳
）
か
ら
陸
軍

経
理
学
校
か
ら
終
戦
末
期
の
軍
隊
生

活
の
こ
と
、
竹
端
芙
美
恵
さ
ん
（
80

歳
）
か
ら
従
軍
看
護
婦
と
し
て
の
経

験
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
大
阪
大
学
大
学
院
助

教
で
中
国
人
の
鄒
燦
（
ス
ウ
・
サ
ン
）

さ
ん
の
「
日
中
戦
争
を
め
ぐ
る
日
中

の
相
互
で
加
害
と
被
害
の
認
識
の
ず

れ
」
「
日
本
は
加
害
者
意
識
が
薄
い
」

｢

日
本
人
学
生
も
被
害
者
意
識
が
あ

る｣
｢

日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争

に
負
け
た
と
言
う
が
、
中
国
人
は

『
日
本
を
負
か
せ
た
の
は
中
国
だ
』

と
思
っ
て
い
る｣

こ
れ
ら
の
ミ
ゾ
を

ど
の
よ
う
に
見
る
べ
き
か
な
ど
の
、

興
味
深
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
藤
崎
光
子
）

戦
地
か
ら
の
手
紙
ー
父
と
日
中
戦
争

講
演
と
シ
ン
ポ

続
報

第
40
回
全
大
阪
き
り
え
美
術
展
を
、

10
月
18
日
ま
で
大
阪
市
立
住
ま
い
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。
会
期
中
は
雨
の
日
が
多
く
、

最
終
日
は
台
風
接
近
の
た
め
、
午
後

は
閉
館
と
な
り
、
入
場
者
も
１
千
名

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
40
回
を
記
念
し
て
「
大
阪
の
き

り
え
Ⅶ
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
Ａ
４

版
１
０
４
ペ
ー
ジ
で
定
価
二
千
円
、

93
名
の
作
品
を
カ
ラ
ー
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。

連
絡
会
代
表
前
田
尋
さ
ん
の
「
バ

ス
を
待
つ
（
妙
見
）
」
や
近
藤
好
幸

さ
ん
の
「
富
田
林
寺
内
町
・
興
生
寺

別
院
」
な
ど
多
彩
な
テ
ー
マ
の
作
品

が
収
録
さ
れ
、
巻
末
に
は
美
術
展
の

概
要
や
連
絡
会
の
活
動
の
歩
み
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
近
藤
好
幸
）

12月10日（日）10：00～16：30

門真市立総合体育館 京阪電車「古川橋」

参加費：２０００円

太極拳が上手になる基礎から学ぶ基本功

種目別練習２４式、４８式、各２クラス

日中友好太極拳練習会㏌門真

総
が
か
り
行
動
で

２
万
人
コ
ー
ル

記
念
き
り
え
美
術
展
開
催


